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市
議
会
定
例
会

　

平
成　

年
第
４
回
常
陸
大
宮
市
議
会

２０

定
例
会
が
、　

月
２
日
か
ら　

日
ま
で

１２

１８

開
会
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で

は
、
次
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
認
定
、
可
決
及
び
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

市
長
提
出
議
案

歳
入
歳
出
決
算

○
平
成　

年
度
那
珂
地
方
公
平
委
員
会
特
別

２０

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

条　
　

例

○
常
陸
大
宮
市
移
動
通
信
用
鉄
塔
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備

事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
簡
易
水
道
事
業
設
置
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

契　
　

約

○（
仮
称
）御
前
山
小
学
校
屋
内
運
動
場
新
築

工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

ほ
か
特
別
会
計
等
（
８
会
計
）
補
正
予
算

人
事
案
件

※
敬
称
略

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

・
野
澤　

知
行
（
辰
ノ
口
）

○
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

・
根
本　

淳
子
（
山
方
）

・�
沢
た
か
江
（
小
田
野
）

そ
の
他

○
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

○
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
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月　

日
、
近
代
美
術
館
に
お
い
て
県
芸

１１

１５

術
祭
・
県
文
化
芸
術
功
労
者
・
茨
城
文
化
団

体
連
合
功
労
者
表
彰
授
賞
式
が
あ
り
、
緒
川

郷
土
文
化
研
究
会
（
小
林
茂
会
長
）
が
、
平

成　

年
度
茨
城
県
文
化
芸
術
功
労
者
と
し
て

２０
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

緒
川
郷
土
文
化
研
究
会
は
、
昭
和　

年
に

３９

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
研
究
し
て
い
る
人
た

ち
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
創
設
以
来
、
機
関
紙
「
お
が
わ
の
文

化
」
を
定
期
的
に
発
行
し
、
緒
川
地
域
の
全

世
帯
と
茨
城
県
立
歴
史
館
等
の
県
内
の
文
化

施
設
に
配
布
し
、
地
域
の
文
化
向
上
に
努
め

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
会
員
数
約　

人
で
活
動
し
て

５０

い
ま
す
。

　

常
陸
大
宮
市
が
誕
生
し
て
か
ら
、
他
地
域

と
の
情
報
交
換
や
交
流
が
活
発
に
な
っ
た
と

の
こ
と
。
市
の
文
化
発
展
の
た
め
さ
ら
な
る

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　

月　

日
、
緒
川
物
産
セ
ン
タ
ー
「
か
ざ

１１

２２

ぐ
る
ま
」
で
特
産
品
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、
地
元
特
産
の
し
い
た
け
や
万

能
た
れ
、
厚
焼
き
玉
子
、
自
然
薯
等
の
販
売

の
ほ
か
、
き
の
こ
汁
、
お
し
る
こ
、
た
ま
ご

か
け
ご
飯
等
の
無
料
配
布
が
あ
り
、
長
蛇
の

列
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
杵
つ
き
も
ち
の
実
演
後
、
で
き
た

て
の
お
も
ち
が
配
布
さ
れ
、
多
く
の
方
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　「広報常陸大宮１２月号」
８ページ中の「善意をあ
りがとう」の記事の中で、
誤りがありました。
　お詫びして訂正します。

～お詫びと訂正～

浜ちゃんコンペ
誤　金２００，０００円
正　金２１０，０００円

平
成　

年
度
補
正
予
算

20
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いいっっししょょににままちちづづくくりり

※市と茨城大学とは相互に連携協力して「豊かな自然と調
和した安心・快適な活力のまち」を目指して各事業に取
組んでいます。

～「西塩子の回り舞台」の組立て
大学生ボランティアに感謝～
�������	
��
��

�������	
��
��

　第23回国民文化祭が
茨城県で開催され、常陸
大宮市では西塩子の回り
舞台が開会式のサブ会場
として、また国民文化祭
のイベントのひとつであ
る地芝居の公演が催さ
れ、全国から多くの観客
が来場しました。おひねりも飛び交うなど、拍手
と掛け声で会場は賑わいました。
　舞台の組立てにあたっては、茨城大学人文学部
のゼミの先生と学生20数名にボランティアで参
加いただきました。竹きりや運搬、そして舞台の
組立てと、力が必要な作業も多くありましたが、
女子学生も二人がかりで重い竹を運んだりして、
思っていたより短期間で立派な舞台を組み立てる
ことができました。公演当日も舞台襖入れ替えな
ど、裏方として汗を流していただき、茨大の先生
と学生に感謝の気持ちで一杯です。

　
　

月　

日
、
み
わ
★
ふ
る
さ
と
館
北
斗

１１

２３

星
・
道
の
駅
み
わ
で
行
わ
れ
た
新
そ
ば
ま
つ

り
で
は
、
そ
ば
打
ち
の
無
料
体
験
、
け
ん
ち

ん
そ
ば
や
そ
ば
の
実
汁
粉
の
試
食
、
そ
ば
の

早
食
い
競
争
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
市

内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
全
日
本
素
人

そ
ば
打
ち
名
人
の
益
子
正
巳
さ
ん
が
見
事
な

手
さ
ば
き
を
披
露
。
こ
ね
た
そ
ば
粉
を
実
際

に
触
っ
て
感
触
を
確
か
め
た
り
、
質
問
を
し

た
り
し
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
熱
心
に
見

学
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
第
４
回
常
陸
大
宮
市
か
が
や

１１

３０

き
ま
つ
り
が
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
か

が
や
き
と
お
お
み
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
保
健
衛

生
功
労
者　

人
の
方
々
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

１２

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
で
は
太
鼓
や
コ
ー
ラ

ス
、
健
康
劇
等
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
じ
め
て
、
肩
こ
り
や
腰
痛
と
付
き

合
い
な
が
ら
転
倒
を
防
ぐ
体
操
を
行
っ
た

「
転
倒
予
防
教
室
」、
チ
ュ
ー
ブ
、
ラ
ダ
ー
を

使
っ
た
「
ス
ト
レ
ッ
チ
」、
２
本
の
ポ
ー
ル
を

使
っ
て
歩
く
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」の
３
つ
の
運
動
教
室
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
健
康
食
を
意
識
し
た
「
そ
ば
打
ち

体
験
コ
ー

ナ
ー
」
で

は
、
講
師

の
指
導
の

も
と
、
受

講
生
は
熱

心
に
麺
棒

を
動
か
し

て
い
ま
し

た
。

　
　

月
７
日
、
東
京
都
江
東
区
夢
の
島
公
園

１２
に
お
い
て
、
公
園
内
熱
帯
植
物
館
が
募
集
し

た
自
然
薯
オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
自
然
薯
収
穫
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冬
晴
れ
と
な
っ
た
こ
の
日
、
寒
風
が
頬
に

冷
た
い
中
、
オ
ー
ナ
ー
の
待
ち
に
待
っ
た
自

然
薯
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
公
園
内
で

の
栽
培
は
初
め
て
で
、
６
月
の
種
芋
の
定
植

の
際
指
導
に
あ
た
っ
た
緒
川
自
然
薯
研
究
会

の
会
員
も
、
掘
っ
て
見
な
い
と
分
か
ら
な
い

と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
名
前
入
り
の
タ
グ
の
着
い
た
枯

れ
た
ツ
ル
を
頼
り
に
掘
り
始
め
る
と
、
あ
ち

こ
ち
か
ら
「
す
ご
〜
い
」「
長
〜
い
」
な
ど
の

歓
声
や
拍
手
が
上
が
り
、
ほ
場
内
は
大
変
な

熱
気
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

収
穫
後
は
調
理
の
仕
方
や
試
食
会
を
通

し
、
会
員
と
オ
ー
ナ
ー
の
交
流
を
深
め
る
中

で
、
常
陸
大
宮
市
の
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
や

特
産
品
な
ど
の
話
題
も
出
て
い
ま
し
た
。



広報　常陸大宮　　　　平成２１年１月号８

����������
　

現
在
使
用
の
西
消
防
署
の
救
急
車
が
老
朽

化
の
た
め
更
新
配
備
し
、　

月　

日
よ
り
運

１１

２６

用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
高
規
格
救
急
車
は

高
度
化
が
進
む
救
急
業

務
に
対
応
し
、
救
急
救

命
士
等
の
隊
員
が
高
度

の
応
急
手
当
を
実
施
で

き
る
車
両
で
す
。
こ
れ

ら
の
車
両
の
運
用
に
よ

る
更
な
る
救
命
率
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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月　

日
、
ジ
ャ
ス
コ
常
陸
大
宮
店
店
舗

１１

２５

入
口
と
同
店
前
国
道
１
１
８
号
に
お
い
て
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
茨
城
県
、
大
宮
警
察
署
を
は
じ

め
大
宮
地
区
防
犯
協
会
、
大
宮
地
区
交
通
安

全
協
会
な
ど
関
係
団
体
の
協
力
の
も
と
、

「
犯
罪
の
防
止
」、「
交
通
事
故
防
止
」
な
ど
を

呼
び
か
け
な
が
ら
、
チ
ラ
シ
や
啓
発
物
を
配

布
し
、
地

域
安
全
を

呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

市
で
は
、　

月　

日
か
ら
経
済
部
商
工
観

１２

２５

光
課
に
緊
急
経
済
・
雇
用
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
し
た
。

　

世
界
的
な
金
融
危
機
の
影
響
に
よ
り
、
国

内
の
経
済
情
勢
が
急
激
に
悪
化
し
、
常
陸
大

宮
市
に
お
い
て
も
中
小
企
業
等
の
経
営
や
雇

用
不
安
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

経
済
状
況
を
踏
ま
え
、
常
陸
大
宮
市
緊
急
経

済
・
雇
用
対
策
本
部
を
設
置
し
、
市
民
生
活

の
安
定
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

開
設
時
間
は
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時　

３０

１５

分
ま
で
。
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　１１月、御前山地域の各小学校では閉校記念事業の一環として地域の人たちが参加し交流会が行われま
した。
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　16人もの外部講師を招き、料理教
室や宇宙の授業、自然災害科学実験教
室等が行われ、地域の人たちとの交流
会を行い、児童が育てた草花の苗を地
域の人たちに贈呈しました。
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　地域の高齢者や保護者を
招いて児童の発表などを行
いました。
　また、大正から現在まで
の思い出の写真を展示しま
した。

　10月２日から練習を積
んできた和太鼓演奏の発表
を行い、収穫した古代米の
おにぎりや縦割り班で育て
たさつまいも等を地域の方
と食べました。
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 問い合わせ先 
　本庁　商工観光課　�５２－１１１１（内線２７２・２７３）
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　常陸大宮市ネットワーカー協議会ヤッホーふれ
あいの会では、毎月シートベルト着用調査をＪＲ
山方宿駅前で実施しています。������������������������������������������������������������������������������������												
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合 計助 手 席運 転 席
調査日

着用率（％）着 用 数台 数着用率（％）着 用 数台 数着用率（％）着 用 数台 数

88.323526651.2214195.121422510月２日

92.419521173.7141994.318119211月４日

90.819721784.4273291.917018512月１日

◎10～12月調査分
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今
年
で
２
年
目
と
な
る
水
郡
線
を
利
用
し

た
「
常
陸
大
宮
市
民
号
」
を
、　

月
６
日
と

１２

　

日
に
実
施
し
ま
し
た
。

１０
　

こ
の
事
業
は
、
市
民
相
互
の
親
和
と
水
郡

線
の
活
性
化
、
そ
し
て
、
利
用
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
て
、
２
日

間
で
２
５
０
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
、
運
行
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
明
治
座
で
の
中
村
玉
緒
主
演
「
女

の
居
場
所
」
の
観
劇
を
楽
し
む
と
と
も
に
、

行
き
帰
り
の
電
車
の
中
で
参
加
者
間
で
の
親

交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
「
常
陸
大
宮
市
民
号
」
で

は
、
参
加
者
全
員
に
水
郡
線
を
利
用
し
て
い

た
だ
き
、
日
ご
ろ
あ
ま
り
水
郡
線
を
利
用
す

る
こ
と
の
な
い
参
加
者
の
中
か
ら
は
、「
朝

と
夜
の
利
用
者
の
多
さ
に
驚
い
た
」「
高
校
生

が
こ
ん
な
に
利
用
し
て
い
る
の
」
と
驚
き
の

声
も
聞
こ
え
、「
市
民
の
足
」
と
し
て
の
水
郡

線
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
機
会
に

も
な
り
ま
し
た
。

▲出発前のテープカット

　常陸大宮市は、緑豊かな自然環境に恵まれ、すばらしい歴史と文化のもとで発展してきました。わた
したちはこの自然、歴史、文化をいかし、安全で、快適で、活力あるまちを、みんなの手でつくります。

一．豊かな自然をいつくしみ、安らげるまちをつくります。

一．歴史と文化を大切にし、誇り高いまちをつくります。

一．一人ひとりが知恵を出し、暮らし、仕事、いのちが輝くまちをつくります。

一．さまざまな人たちとの出会いと交流が楽しめるまちをつくります。

一．尊重しあい、助けあい、みんなの未来をひらくまちをつくります。

わたしたちがつくるまちの姿 ―常陸大宮市市民憲章―

�������	�������	�������	�������	 順不同・敬称略

（有）瑞穂農場
代表取締役会長　下山　好夫

金500，000円

フジノン水戸株式会社
代表取締役社長　淡嶋　義利
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）３台

《常陸大宮市へ》《奨学基金へ》


